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農民学習運動の発展と農民学習の課題

木村 純

はじめに

第一自の全盟農民大学交流集会は、 1975年 6月に山形県東根温泉で開催された。 ζの集会は、

戦後の農民の学習運動にとって、 f明らかに一つの磁期J(第ニ回全国農民大学交流集会での藤岡貞

彦氏の開会あいさつ〉をなすものであったが、その随期としての意義は、ただ信濃生産大学以来のひ

とすじの系譜としてのみ段階を画するものではなく、わが臨の生産農民の営農と生活に若基盤をもっ多

様な学習運動、学習実践の経験がとの場で交流されて農民の学習をさらに発展させ、農民の学習論の

理論的深化が期待され、かつ可能になった ζ とにある。

その後、全国農民大学交流集会は、第 2回(1 9 7 7年 8月、東京〉、第呂田(l9 8 1年 6丹、

茨城)と開催されてきた。

本穏では、農民大学交流集会の議論を整理して、農民の学習運動の発展において留意すべき点を確

認し、 ζれらと関わりながら展開し玄きた別海町の酪農民の学習遼動を中心に北海道の農民学習の発

展過程をあとづける ζ とによって、今日の農民の学習運動の課題を考察するO

1 農民学習論の発展

一全国農民大学交流集会を中心iζー

(1)第l国交流集会

第…間交流集会では、鈴木文楽氏が基調報告を行ない、信濃生産大学以降の農民学習運動の歩みが

次のように総揺された。①参加主体が農民にとどまらず、地域の労働者、婦人、住民運動の活動家な

どにひろがった。②全県レベルだけでなく、地域の小集会や大学づくりが労働者の援助のもとにすす

められた。③学習課題が、農業問題だけでなく、平和問題、文化問題や地域での生活FJ嘱などにひろ

がっfこ。

以上の諸点は全体でも篠認される方向であったが、農民の学習運動が、地域問題を中心にとりくみ、

自主的な地域づくりをどのようにすすめていくのかという課題に直面している ζとが明確になるにつ

れて、地域における生君主力を集毘的にっくり上げることの重要性が浮彫りにされ、生産技術や農民経

営を学習課題として重視する ζとが提起された。

とれと、真援仁氏は、基調講演において、政府の f近代化j農政のなかで、東北農民は営農と経営

の自由を奪われ、篤農技術、集約的栽培という形で行なわれた農民的技術の成果を破壊されてきたが、

今ζそ、ごと安っくり、その上で米や野菜を作るという農業の本質iζ立った技術発展を実現しなければ
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第 1表農民・労農学習の展開

創立年月 名 称 地域 推進組織など

1960. 8 信濃生産大学 長野 運営委

1962.11 上山生産大学 山形 教育委

1963. 4 芳賀管年大学 栃木 11 

19 63. 7 前橋生産大学 群馬 公民館

1963.1 2 筑麓農民大学 茨城 実行委

1964. 3 千葉農民大学 千葉 11 

1964. 7 福島農学協 徳島 県連青OB

1964. 9 北村山農民大学 山形 教組

1966. 2 二本松労農大学 福島 教組、地毘労

1966. 3 長野労農学習会 長野 実行委

1968. 2 白糠農民大学 北海道 H 

1969. 9 宮城農民大学 宮城 11 

1 970. 1 庄内労農大学 山形 庄内労農大学事務局

1971. 2 別海労農学習会 北海道 実行委

1971. 8 滋賀県農民学校 滋賀 県農村労組、県農民総合準備会

1974. 3 長野祭地域住民大学 長野 労組

197岳 8 秋田農民大学 秋田 農開研

1 9 74. 8 兵庫の農業号告発展させる研究集会 兵庫 11 

1975. 6 第 1回全国農民大学交流集会 (於山形)

1 97 5.11 福島県北労農大学 福島 労組

1 9 7 6. 1 会津農民大学 11 実行委

1 9 7 6. 3 岩手農民大学 岩手 農協労組

1 9 7 6. 3 山口県東部地域差是業問題研究会 山 口 差是問研

1976. 8 三重

1 97 7. 3 第2回全国農民大学交流集会 (於東京) 運営委

1 9 78. 2 名寄農業を語る会 北海道 名寄農業を諮る会

1978. 4 飯山市農民大学 長野 運営委

1 979. 2 茨城県農民大学 茨城 11 

1 980.11 北見地域農業を語る会 北海道 北見地域農業を語る会

1981. 6 第3閉会盟農民大学交流集会 (於茨城〕 運営委

住 1 ζのほか、これらの学習会の分岐・発展として地域学習会が各地で開催されている。
また脊森県農業問題研究会(1 9 7 8年 2}3設立)、神奈川県農業問題研究会(1 9 7 1年頃
発足)、新潟県農村問題懇話会(1 9 7 2年 7月結成)などが研究集会を主催しているほか、
農協労連が中心となった労農学習会が各地でもたれている。

在 2. 山田定市氏の整理(問 f地域農業の自主的発展と労農学習運動j、千野揚一編『コミュニティ
と社会教育』東洋館出版社、 19 7 6年)をもとに、全国農民大学交流集会の報告集、資料に
よって作成した。
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ならない ζと、さらにそのためには、農民自身の中にある「近代化J意識の配服が課題であると述べ

たととは重要であった。

笑践報告においては、各地の学習運動のなかで、編広い動労諾階層が参加した地域実態調査が行わ

れている乙とが明らかにされ、自治体の革新をも展望した政策づくりの能力を地域の労働者、農民の

なかに形成する ζ とが学習の自標とされていた。

ζのような各地の実践に共通した特徴があるなかで、山形県の労農学習の伝統を受けつぐ庄内労農

大学や、信濃生産大学の系譜につながる長野地域住民大学でも、住民主権の地域づくりの方向を集団

的iζ明らかにすることが当笛の課題になっているととが報告された。

第一酉農民大学交流集会が 30 0名余の参加者で成功した背景には、 19 7 0年代に入ってから各

県lζ農政関係労働者や農協労働者安中心に農業問題研究会(農民問題研究会)が結成され、 ζれを母

体として、農民・労働者が参加する研究集会が開催されている ζ とである。乙れらの研究・学習のな

かでは地域の大学や試験研究機関の研究者が重要な役割を果たしている ζ とが特徴となっている。秋

悶農業問題研究会では、減反政策下の地域農業発展の方向を、複合経営iζ求め、その具体的なあり方

を機関誌上で検討し、それを素材にして地域小集会や問題別研究会を開いている。兵庫県農業問題研

究会は県自治体問題研究所主催の自治体学校の分科会参加者を中心に発足したが、 19 7 4年 8月lζ

主催した f第 1盟兵庫の農業を発展させる研究集会jの報告テーマは、 「宅地なみ課税反対闘争の綬

重責と軟弱野菜農家の問題j、 fみかん農民の現状と販路の拡大J、 f酪農家の現状と氷上の乳価闘争J、

fJ:t闇縦貫道路と土地の寅占めJ、 「但馬ベエの衰退と若手病の実態J、 f消費の広場と流通問題J，f農

業高校の現状と課題jなど地域農業の直面するきわめて多岐にわたる問題を網羅するとともに、経営・

技術だけでなく流通、後継者教育にまで及んでおり、地域における農業政策と農民との対抗関係を全

面的に明らかにしながら、集農政の確立をめざしてい ζ うとするダイナミックな姿勢がうかがわれる。

月IJ海の学習運動からの報告も、第 1回交流集会の討議を前進させるうえで特筆すべき役割を果たし

た。理論的なリーダーである三宅信一氏は、根&111の農民の学習運動が、 f新酪農村建設計画jにいた

る地域農業の再編成の過程で、農業 f近代化jの謹みが明らかになるなかで、農民的襲名差是発展の道ぞ

探求している ζとを明らかにした。農民の要求をもとに政策づくりをする場合に、現lと今問題になっ

ている乙とへの反対闘争一一例えば、農機具や施設への町による課税に反対するための 1週間で 5千

の署名を集めて町当局と交渉するなど一一安組織する ζとがもう一つの重要なプロセスとしてあると

と。 ζ うした自らの営農の存続ー発展に関わるぬきさしのならぬ課題を徹底的に闘うととを通して力

をつけた農民が、自分の焔や経営規模にみあった重量機兵を入れるためメーカー指定や行政主導を批判

的iζ分析、学習し、政策づくりへと発展怠せている ζとを述べたのである。第岳闘の別海労農学習会

( 1 9 7 4年 2Jヲ)には、各戸の開きとり調査をふまえて、バルククーラーの導入に際して、乳量が

年間 10 0トンの酪農家と 50トンの酪農家とでは要求が異なっているという f要求地図jが作られ
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た。そして、バルククーラー導入のメーカー碁懲 60トンに対して、 100トン以下ではかならず

しも導入する必要のないζとを明らかにし、導入しない農家が乳缶で出せるようにするため、農協が

資任をもって車を出すという道が援起された。

さらに第 1囲交流集会の議論では、秋白農業問題研究会や京都の、消費者と結びつきながら地域内

需給の原則を実行し、流通機構の矛盾を蹴夜する笑践が農民の学習運動の中から生まれてきているの

が報告された ζとは控目される。

(2)第2図交流集会

第二回の交流集会は 19 7 7年 8月、東京本郷で開催され、鈴木文書華氏が基調報告を行ったが、そ

のなかで第一国交流集会以降の動きが概絡的に述べられた。鈴木氏は、住民運動を抑えようとする動

きの強まりを f逆包歯Jと把えたうえで、農民の学習遼動の発展を、①新たな農民大学の誕生、②農

民組合を中心とする学習運動の前進、③農協労働者、自治体労働者、教育労働者などの地域関係労働

者と住民との共同学習の展開、④公的社会教育を住民、農民の立場から活用していく乙との前進、⑤

町村単位の学習組織づくり、地域調査活動のひろがりなどの質的前進などとして把握しながらも、従

来の農民大学が f休校的傾向Jにあり、それが f逆包囲Jをめざす新たな政策の展開という厳しい条

件下での農民の学習選動の段階的な特徴であると述べた。

しかし、 ζの慕誤報告は、農業と農民をめぐる対抗関係を全部的に明らかにして、農民の営農と生

活の課題を明らかにし、その乙とを通して学習運動の発展方向を究明するうえで不充分なものであっ

~. 

I~O 

たしかに、定期的に開催されていた農民大学のなかで開催されないものも少なくなかった。別海の

労農学習会も 19 7 1年から 74年まで開催されていたが、 19 8 1年 8月の第5自まで労農学習会

としては 8年間笑施されなかった。

男JJ海労農学習会が第4間以降開催されなかったのは、次のような理由による。① 1975年春には

一斉地方選挙、農業委員選挙が行なわれ、今まで労農学習会を推進してきた労働者、農民が中心的に

臨まなければならなかった ζと。②路震の専門技術者として重要な役割を果たし、事務局長を担当し

て学習会の準備と運営にさ当たってきた農業改良普及員が配転されたζ と。さらにもっとも重要な契機

として、③労農学資運動の担題が地域農業の自主的発展にある ζ との当然の帰結として全町的統一学

習会だけでなく、地域砂集会としてそれぞれの地域の実態を踏まえた学習内容の深化が要請されてい

るためである。少くとも①、③については全国共通の事情にあったし、第一間交流集会の以前から、

そうした地域小集会の開催やそれを支える農問研の総織化、日常的活動を強化する動きがみられた。

では、 ζのような点についての第2回交流集会の報告、議論はどのようなととが着目されるのだろ

うか。

庄内労農大学は ζの時点ですでに開校されているべき第 14回、第 15屈の大学が開校されていな
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かったが、第 11聞大学(1 9 7 5年2月)の町村部分科会設定を教訓にしつつ、第 1盟全闘交流会

で報告された秋田農間研の小集会活動の経験に学びながら、その年各地に農問研やその準備会を作っ

ており、朝日村では農協の決算番号E勉強する会を行フている。地域農業の編成主体としての農協の役

割を再認識し、地域農業と自分たちの農業経営を発展させるためには農協はどのような役割を果たす

べきかを集語的に検討する ζとが町単位、農協単位で始まったのである。

また 19 7 7年の 2月には f庄内労農大学を発獲させる会Jが関かれ、 ζこでは大学の存続の意義

が多面的に再確認されるとともに、地場の農業機械資本の「合理化Jとたたかう労働者が報告し、地

元の伝統ある農機具産業安守っていくととが、農民的技術の発展にとって重要である ζ とが確認され

たζ とも労農大学のワーダー膳の学習内容の深まりとして特筆すべきととであった。

別海労農学習会においても、労農学習会ζそ19 7 4年以降、 f休校jしているが、別海町の西春

別地域では、酪農青年:を中心にした酪農経営技術研究会が活発に行なわれ、 1976年 2月にはこの

研究会を中心lζ、第 1由酪農経営研究集会が開かれ、 77年には第2間集会が開俄された。 r新酪農
村j襲撃設がすすむなかで、それに照応すべく農協合併が進行するなかで、農協合併問題に地域の酪農

民としていかに対応すべきかを検討する ζとが当初の課題であった。合併する農協の経営状態を比較

すること、個別農家の経営収支の比較を集団的に行う乙とによって、酪農 f近代化j計磁をおしすす

めている農協・酪農経営とそうでない農協・酪農経営とのちがいを数字をもとに検討しうる能力を農

民自身が身につけつつある ζ とが報告された。

全国交流集会の課題は、 ζ うして表面的には「休校Jが各地でみられるなかでも、農民の営農と生

活に根ざした学習活動の発展を、ただ学習方法の前進として総括するだけではなく、学習内容の深ま

りとして篠認する ζとであった。各地域で町や農協を単位とする学習が現段階においてなぜ求められ

ているのか、その場合、全県集会や郡単位の集会とどのような関連をもつべきなのかなどが、全国の

学習遼動の経験から導きだされるべきであった。

( 3)第3間交流集会

こうした課題の解明は、 1¥} 81年 6丹、茨城県農民大学と連続しでもたれた第3回全国交流集会

で前進させられた。

全体の討議についての総括的報告を行った藤間貞彦氏は、庄内労畿大学が重要な構成盟休を担った

f鶴間 .aJIIの地域運動を諮るつどしづを注呂しながら、県段階ではなくて郡・市段階の地域の生産・

生活・健康・文化の地域の全ての問題にわたる共同の学習の場が形成されており、労農大学は有力だ

がその…つの形態であると述べ、今日の農民の学習運動は農民のもっとも基礎的な生活の舞台である

集落に依拠しなければ学習運動は発展しないとして、資本主義による農業把握の変化iとともない、

業生産の主体が変化し、個別経営(イエ)から地域・集落へと変わっているととに学習運動の単位の

変化の客観的根拠を求めた。
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資本主義のもとで農業生産カが発展し、農業における生産と労働の社会化を進展させ、地域農業が

僑別経営を基礎としながら、集落を単位とするような生産総織、農協、自治体の重層的構造を形成し

て銀関している。農民の学習が実際の農民の生産・生活に基礎をおくものであるという点を把えてい

る限りで、幾何氏の担え方は正しい。

第 2回交流集会での f休校化傾向jという指摘は、その点では農民の日々の営農と生活と学習運動

との結合を切り離す特徴づけであヲたといってよい。第 2回交流集会以降の農民学習運動の現実の動

向は、その指摘の誤りを直すものであった。

第 3@]交流集会では、 70年以降、各地で農業問題研究会が日常的学習組織として定着し、地域の

農民が直面する生産・生活iζ密接なテーマの小学習会が多様に開かれている ζ とが再確認された。そ

してそのなかで専門的研究者対恒常的に参加し、地域の具体的な問題や実践を全県的にもちより、地

域農業の発展をささえる県農政を構想していくという全県集会一一地域小集会という関係構造が、専

門研究者の地域での堆積の状況を条件としながら形成しつつあるように思われる。そして藤岡氏が、

岩手の農民大学に注目し、 f大学の正式な教授会jと連係する学習運動と述べたような、研究者との

集団的な関係が作られつつある乙とが今日の特徴となっている。

2 北海道における農民学習運動の展開

別海町における酪農民の学習運動についてはすでに部分的にふれたが、 19 8 1年 3月には?年ぶ

りに第5間労農学習会が開催された。 f牛飼いのおれたちのカで混迷する酪農打開の遂を探ろうJを

テーマとして、 f生産調整J下で乳備が闇定され、負僚が累積するという酪農の危機的状況を克服し

ようとするものであった。

講演を中心とする学習であったが、山田定市氏が、今日の酪農危機の要因を切らかにし農業の再建

が樹氏的諜題となっているなかで、危機を克淑するための自治体や農協の役割を中心に報告し、

億一氏は氏がζ 乙数年、根釧全域の小中学校の授業や綿入学級などで行っている fバター作りの授業J

の実践を紹介した。

山田氏は厳しい条件のもとで、それを克服する上で自治体や農協の可能性を強調した ζ とは、これ

までの労農学習運動が農業政策のあり方や農協の経営分析そ行ってきたという経過を踏まえたもので

あフた。また三宅氏の講演は酪農の震史から牛の鱈の生壊にまで及んで、牛乳の生産だけでなく、そ

の加工、消費・流通にわたる問題をわかりやすく解きあかして、地域の酪農を生産物の加工と地場消

費までふくめてどのように発展されるべきかを問題提起するととも I[~ 根&111の地域住民の生活様式を

酪農地域にふさわしいものとしてどのように確立していくべきかという課題を投げかけるものであっ

円，、。

それは酪農 f近代化jのなかで、様々な技術的歪みが生じて、乳牛の疾病をも多発させているとい
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う条件のもとで、農業生産と生態系との関わりの重要性をあらためて見つめ直し、また乳業資本によ

って乳製品輸入が無得IJ騒に行われているもとで、乳製品加工を農民の手にとりもどすζとの意義を明

らかにし、地域酪農の発展の展望を豊かにするものであった。

ζ うして別海の酪農民は、輸入乳製品の増加を基礎とする今日の酪農危機のしくみを見ぬき、負債

を累増させてきた一面的な酪農 f近代化jの誤りを農民的酪農の発展を対賞する ζとによって実践的

に克搬し、乳牛ー鰍ヰー土地の関連構造l乙立脚した酪農生産カの発援を追求しようとしている。その

際、酪農民の学習運動の重要な課題のひとつは、乳牛の偲体改良、そのための飼料給与技術の改善、

自給餌料を最大限に活用する土地利用技術の改善を集面的に行なうことであり、それそ支える自治体

の農政や農協の運営のあり方であり、生産調整、一部的な大型化による負債累積を実践的に克綴する

道を追求する乙とであるo7JIJ海では「牛の乙とをいちばんよく知っているJ(三三宅信一)獣医師を中

心に、農家の経験ぞ交流しているが、新しい技術の研究開発を含む乙れらの課題は専門研究者の全道・

全国レベルの集団的結集を不可欠のものとしており、全国労農学習会の発展の経過は、すでにそのよ

うな可能性を示唆しているように思われる。

また第三回全国農民大学交流集会ではとの他に北海道の実践として名寄農業を諮る会、北見農業を

諮る会などが紹介された。とれらは、農民の他に改良普及員や試験研究機関の研究者、大学の研究者

が参加し、経営・技術・生活にわたる問題の学習を定期的に行っており、大学の研究者の参加がそれ

ぞれの地域に根ざした大学の教育・研究の発展を自ざす営みと結合している ζとが特徴的であるO
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